
　下の写真は、大正13（1924）年に天文台が三鷹に移転してから、約30年後に
撮影された航空写真です。この時点では、天文台敷地北側ゾーン全体に官舎が
建設され、約40棟程度が確認できます。これらの官舎は、平成15年までに取り
壊されました。

問同地区まちづくり推進本部事務局☎0422-24-9266

大沢地域は、「浸水予想区域内に立地する羽
沢小に風水害時の避難所を開設できない」とい

う防災上の課題を抱えています。同小を天文台敷地の安全な高台に移転すること
で、安全・安心な学校施設を確保するとともに、地域の防災拠点にします。
　また、大沢台小も同敷地内に移転し、隣接する七中を含めた「おおさわ学園」と

して、義務教育学校の制度を活用した新しい小・中一貫教育校にします。そし
て、新学校を含む施設全体を地域の共有地「おおさわコモンズ」と位置付け、多
世代が集う居心地の良い交流の場を創り、コミュニティ創生を図ります。
　そのほか、天文台の森の保全・再生や、地域の身近な交通手段の充実、跡地
利用を含めた大沢地域全体の総合的なまちづくりに取り組みます。

まちづくりのポイント

これまでに寄せられた質問と回答をピックアップしてご紹介します

　天文台敷地北側ゾーンは、官舎の取り壊し後、荒れた雑木林などになっ
ており、緑の維持管理に課題のある状況です。

　天文台と連携したまちづくりに取り組むことで、緑の保全などに配慮し
た敷地の有効活用を推進します。施設整備により貴重な緑が大幅に失われ
ることがないよう、土地利用範囲についてしっかり検討していきます。

A天文台の森は、市民にとっても貴重な財産であり、次
世代に引き継ぐことが大切だと考えています。一方、

旧官舎があった天文台敷地北側ゾーンは老木や枯れ木など
が増えており、緑の維持管理の一部に課題がある状況です。

Q 学校などの整備で、
天文台の貴重な緑が失われないの？

そのほかの質問と回答やこれまでの経緯などは、市 HPトップページのバナーまたは右記QRコードからご覧ください。

令和5年 市内地区別 
刑法犯認知件数

問安全安心課☎0422-45-1116
　昨年の市内の刑法犯認知件数は、一昨
年から224件増の845件でした。
　安全で安心して暮らすことができるま
ちを目指して、「自分たちのまちは自分た
ちで守る」という防犯意識を持ち、できる
範囲で自主的な防犯活動や防犯対策にご
協力をお願いします。

地区 総件数 凶悪犯
(※１) 侵入窃盗 ひったくり 特殊詐欺

子どもに
対する犯罪

(※２)
自動車盗 自転車盗 その他               

（※３）

下連雀 258 0 1 0 18 2 0 102 135
牟礼 67 1 1 0 5 1 0 27 32

井の頭 66 1 1 0 3 0 0 33 28
中原 37 0 0 0 3 0 0 22 12
北野 24 0 1 0 2 0 0 4 17
新川 73 1 1 0 2 0 0 29 40

上連雀 135 0 4 1 9 0 0 66 55
井口 52 1 2 0 3 0 0 25 21

深大寺 26 0 0 0 5 0 0 13 8
野崎 65 0 4 0 2 0 0 19 40
大沢 33 0 1 0 3 0 0 11 18

不明等（※４） 9 1 0 0 0 0 0 0 8
総計 845 5 16 1 55 3 0 351 414

※1 殺人、強盗、放火など　※2 小学生以下の子どもを対象としたもの
※3 記載の犯罪以外で、粗暴犯、器物損壊、オートバイ盗み、置き引き、万引き、車上狙いなど
※4 発生地が三鷹市以外のもの、三鷹市で発生したが地区が不明なもの

出典：警視庁

国立天文台周辺のまちづくり ― 連載第❶回 ―

　市では、令和2年12月に締結した「国立天文台と三鷹市の相互協力に関する協定」に基づき、国立天文台敷
地北側ゾーンを中心とする大沢地域のまちづくりに向けて、土地利用基本構想の策定に取り組んでいます。

国立天文台国立天文台

※赤枠内が天文台敷地北側ゾーン、青枠内が天文台敷地。
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掲載内容について、詳しくは記事内のQRコードからご確認ください。


